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伊
達
政
宗
と
い
え
ば
黒
い
五
枚
胴
具
足
に
金
色

の
ア
シ
ン
メ
ト
リ
な
細
い
月
の
前
立
が
キ
ラ
リ
。

そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、
具
足
以
外
の

服
装
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か

流
行
の
最
先
端
―
伊
達
政
宗
の
南
蛮
服
飾

　

ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
の
は
当
時
流
行
し
た
南
蛮
服

飾
の
山
形
文
様
陣
羽
織
（
重
要
文
化
財
、
仙
台
市

博
物
館
蔵
）
で
す
。
輸
入
さ
れ
た
毛
織
物
の
黒

羅ら
し
ゃ紗

地
に
、
裾
に
は
真
っ
赤
な
羅
紗
地
を
切き
り
ば嵌

め

と
い
う
縫
い
目
の
出
な
い
凝
っ
た
縫
い
方
で
縫
い

合
わ
せ
、
全
体
を
放
射
状
に
舶
来
品
の
金
銀
モ
ー

ル
で
飾
っ
て
い
ま
す
。
襟
元
に
は
黒
色
の
フ
リ
ル

が
つ
い
て
い
ま
し
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
、
殉
死
し
た
菅
野
重
成
が
拝
領
し

た
黒
羅ら
せ
い
た

背
板
地
胴
服
（
当
館
蔵
）
を
あ
げ
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
ポ
イ
ン
ト
は
素
材
と
仕
立
て
。
黒
の

毛
織
物
で
、
驚
く
の
は
右
袖
先
か
ら
左
袖
先
ま
で

一
枚
の
布
で
と
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
今
で
い
う

と
こ
ろ
の
ダ
ブ
ル
巾
。
し
か
も
肩
に
も
縫
い
目
は

な
く
、
前
身
頃
と
後
身
頃
を
続
き
で
取
っ
て
い
ま

す
。
舶
来
の
高
価
な
生
地
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
、

贅
沢
な
逸
品
で
す
。

　

の
ち
に
慶
長
遣
欧
使
節
と
共
に
航
海
す
る

セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
ビ
ス
カ
イ
ノ
は
慶
長
十
六

年
（
一
六
一
一
）
十
月
に
仙
台
城
で
政
宗
に
謁
見

し
、
金き

ん
ら
ん襴

や
ロ
ン
ド
ン
製
の
上
質
の
黒
羅
紗
な
ど

を
政
宗
に
献
上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
慶
長
十
八

年
（
一
六
一
三
）
八
月
に
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ

ム
ス
（
三
浦
按
針
）
と
思
わ
れ
る
南
蛮
人
が
政
宗

に
猩し
ょ
う
じ
ょ
う
ひ
か
っ
ぱ

々
緋
合
羽
つ
ま
り
真
っ
赤
な
マ
ン
ト
を
献
上

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
舶
来
の
生
地
や
衣
裳
が

政
宗
の
周
辺
に
は
多
く
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

グ
ッ
ズ
も
南
蛮
趣
味

　

政
宗
の
南
蛮
趣
味
は
衣
裳
だ
け
で
な
く
周
辺
の

小
物
類
に
も
み
ら
れ
ま
す
。
慶
長
六
年（
一
六
〇
一
）

頃
成
立
の
『
御ご
も
つ
の
ち
ょ
う

物
之
帳
』（
当
館
蔵
）
に
は
、
政
宗

が
手
元
に
お
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
品
々
が
書
か

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
、砂
時
計
、ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ

ト
表
か
欧
文
の
手
紙
ら
し
き
「
南
蛮
字
」、
ロ
ザ
リ

オ
で
あ
る
「
こ
ん
た
つ
」
も
み
ら
れ
ま
す
。
支
倉

常
長
ら
慶
長
遣
欧
使
節
を
海
外
に
派
遣
す
る
よ
り

十
年
以
上
前
に
、
政
宗
が
ロ
ザ
リ
オ
を
持
っ
て
い

た
の
は
驚
き
で
す
。
さ
ら
に
ガ
ラ
ス
製
と
み
ら
れ

る
「
南
蛮
鏡
」
二
面
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
仙
台

城
か
ら
も
欧
州
産
の
絵
付
き
ガ
ラ
ス
製
ゴ
ブ
レ
ッ

ト
の
破
片
や
、
青
い
コ
ン
ポ
ー
ト
と
み
ら
れ
る
ガ

ラ
ス
破
片
が
出
土
し
て
い
ま
す
（
出
土
品
は
仙
台

市
教
育
委
員
会
蔵
）。
政
宗
の
墓
所
瑞
鳳
殿
か
ら
発

掘
さ
れ
た
品
々
の
中
に
は
、
ロ
ザ
リ
オ
と
い
う
説

の
あ
る
金
製
ブ
ロ
ー
チ
、
帯
剣
用
の
ベ
ル
ト
を
通

す
バ
ッ
ク
ル
と
み
ら
れ
る
銀
製
服
飾
品
、
国
産
の

鉛
筆
、
国
産
の
日
時
計
兼
方
位
磁
石
、
板
ガ
ラ
ス

が
嵌
ま
っ
た
筆
入
（
い
ず
れ
も
当
館
蔵
）
と
い
っ
た
、

舶
来
品
や
海
外
の
影
響
を
受
け
て
日
本
で
製
作
さ

れ
た
と
思
わ
れ
る
小
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

南
蛮
以
外
も
や
っ
ぱ
り
お
洒
落

　

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
瑞
鳳
殿
出
土
の
文
箱
や

香
合
、
硯
箱
、
印
籠
、
煙
管
箱
な
ど
の
漆
工
品
（
い

ず
れ
も
当
館
蔵
）
は
、
意
外
な
こ
と
に
、
流
行
を

取
り
入
れ
つ
つ
も
比
較
的
伝
統
的
で
お
と
な
し
い
、

飽
き
の
来
な
い
感
じ
が
す
る
品
々
で
す
。
ち
な
み

に
鍔つ
ば

形
眼
帯
は
出
土
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

南
蛮
も
の
以
外
で
は
、
元
旦
に
は
、
桐
と
菊
の

紋
が
つ
い
た
白
綾
の
小
袖
（
浅
黄
色
の
裏
地
付
き
）

を
着
用
し
、
長
袴
を
履
い
て
い
ま
し
た
。
元
旦
と

い
う
特
別
な
日
の
服
装
以
外
で
は
、
白
絹
縮ち
ぢ
み

地
雪

薄す
す
き

紋
単ひ
と
え衣

（
当
館
蔵
）
が
あ
り
ま
す
。
裏
が
な
く
、

夏
の
湯
上
り
に
で
も
着
る
よ
う
な
感
じ
で
す
。

　

な
お
紫
羅
背
板
地
五
色
水
玉
模
様
陣
羽
織
（
当

館
蔵
）
は
、
現
在
で
は
十
八
世
紀
の
作
と
判
断
さ

れ
て
お
り
、
政
宗
所
用
で
は
な
い
の
で
ご
注
意
を
。

　

南
蛮
趣
味
、
新
し
も
の
好
き
。
し
か
し
古
風
な

面
も
あ
り
、
意
外
と
シ
ッ
ク
な
洒
落
者
で
あ
っ
た

と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

※
本
稿
で
は
仙
台
市
博
物
館
の
学
術
研
究
機
関
た
る
立
場
か
ら

　

歴
史
上
の
人
物
名
に
敬
称
を
付
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

重要文化財　山形文様陣羽織
伊達政宗所用　仙台市博物館蔵
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達
政
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ョ
ン
」

第9回

◇観覧料：一般：1,200円、高校・大学生：1,000円、小・中学生：800円
※10名以上の団体は100円引き
※このほか各種割引があります。詳しくはお問い合わせください。

◇休館日：毎週月曜日（10/9、11/27は開館）
◇開館時間：9時～16時45分（入館は16時15分まで）

〒980-0862 仙台市青葉区川内26番地〈仙台城三の丸跡〉▶ツイッター  ＠sendai_shihaku

検 索仙台市博物館 ⬅

伊達政宗―生誕450年記念

（左から）黒漆五枚胴具足  伊達成実所用  伊達市教育委員会蔵、 
重要文化財  黒漆五枚胴具足  伊達政宗所用  仙台市博物館蔵、 
黒漆五枚胴具足  片倉重綱所用  仙台市博物館蔵TEL:022-225-3074

10月7日（土）～11月27日（月）

国内各地に残る関連資料を前期・後期あわせて230件展示。
伊達政宗の人物像に迫る「大政宗展」開催。

〇会期中、展示替えを行います。
　前期：10月7日（土）～10月29日（日）、後期：10月31日（火）～11月27日（月）

特別展


